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い
よ
い
よ
農
繁
期
で
す
。
こ
の
時
期
を

ね
ら
っ
て
ド
ロ
ボ
ク
や
押
売
り
、
又
は
子

供
さ
ん
の
放
佳
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
非
行

ゃ
、
川
に
諮
ち
て
水
死
す
る
事
故
が
多
く

な
り
ま
す
。

ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
こ
れ
ど
り
は

守
り
た
い
も
の
で
す
。

。
あ
き
巣
の
予
防

①
田
ん
ぼ

へ
出
か
け
る
前
に
、
も
う
一
度

一戸締
り
を
確
め
ま
し
ょ
う
。

＠
猫
の
，
み
も
ほ
し
い
頃
で
す
が
、
で
を
る

だ
け
関
守
裕
を
結
き
ま
し
ょ
う
。

①
隣
り
近
所
の
人
が
在
宅
し
て
い
た
ら
、

よ
く
悶
守
を
矧
ん
で
出
ま
し
ょ
う
。

①
仕
事
巾
a
で
も
ち
ょ
？
と
の
一
般
を
利
用

し
て
家
の
見
魁
り
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。

。
し
の
び
込
み
の
予
防

①
お
疲
れ
で
、
ぐ
っ
す
り
お
や
す
み
中
に

や
ら
れ
ま
す
か
ら
、
寝
ゐ
別
に
も
う
一

度
一戸
締
り
を
臨
め
ま
し
ょ
－
コ
。

①
用
心
の
た
め
に
大
企
は
な
ゐ
ベ
く
－

mけ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
お
金
は
ド
ロ
様
の

気
づ
か
な
い
場
所
に
小
分
け
し
て
、
し
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畠守
正
副
委
員
長
会

四
月
三
日
午
前
十
時
か
ら
役
場
に
お
い

て
、
議
長
招
集
に
よ
る
、
常
任
、

特
別

委
員
会
の
正
副
委
員
長
会
が
開
催
さ
れ

る
、
新
年
度
に
対
す
る
各
委
員
会
の
い

き
方
に
つ
い
て
及
び
都
内
三
町
議
会
親

族
ロ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
等
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
た
ω

。
産
業
委
員
会

ま
っ
て
お
く
こ
と
も
よ
い
方
法
で
す
。

①
家
の
廻
り
に
散
ら
か
し
て
あ
る
金
属

ゃ
、
し
ま
い
忘
れ
た
山回
転
車
、
ほ
し
物

な
ど
は
充
分
始
末
し
て
お
、き
ま
し
ょ

、内ノ。

。
幼
児
の
水
死
事
故
の
予
防

①
昨
年
の
水
死
は

一
ニ
三
人
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
交
通
手
枕
の
死
者

七
O
人
に
対
し
如
川
に
多
い
か
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

①
こ
の
ご
ろ
小
川
に
は
、
田
ん
ぼ
の
水
が

た
く
さ
ん
き
て
い
ま
す
。
小
さ
レ
お
子

さ
ん
か
ら
日
を
此
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

①
な
る
べ
く
季
節
託
児
叫
に
あ
ず
け

る

か
、
附
一丸
の
心
い

m水
な
ど
に
は
ホ
仰

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
決
裂
川
中
山以
の
予
防

①
渋
染
は
佼
い
な
れ
る
と
、
つ
い
繋
放
心

が
汚
れ
て
き
て
思
い
が
け
な
い
災
害
を

受
け
ま
す
。
必
ず
定
め
の
取
倣
い
を
ま

も
り
ま
し
ょ
う
。

①
パ
ラ
チ
オ
ン
、
ホ
リ
ド
ー
ル
な
ど
の
特
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四
月
オ
一
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
役

場
に
お
い
て
庫
業
委
員
会
開
催
、
五
箇

庄
川
地
区
の
桁
線
放
送
の
件
に
つ
い
て。

・
産
業
委
員
会
管
内
視
察

四
月
十
九
日
午
後
一
時
よ
り
庁
用
自
動

車
に
て
産
業
委
員
会
に
お
い
て
管
内
耕

地
事
業
に
つ
い
て
視
祭
を
行
う
。

a

－M関
同
爵
幣
別
委
員
会

四
月
十
九
日
午
前
十
時
か
ら
役
場
に
お

い
て
、
境
川
第
三
発
電
所
の
件
そ
の
他

種
々
の
状
況
報
告
の
た
め
総
合
開
発
特

別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

（
人

議
印
刷
汀
時
小
）

別
の
出
版
業
は
個
人
で
持
つ
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
レ
ま
ず
か
ら
御
注
意
く
．
た
さ

、。・し
u

・

①
農
薬
を
徹
仰
す
る
と
き
は
必
ず
指
導
員

の
指
却
を
う
け
、

撒
布
し
た
あ
と
は
赤

い
標
識
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

①
子
供
さ
ん
が
山
管
泌
を
な
め
て
死
ん
だ
例

が
あ
り
ま
す
か
ら
保
管
場
所
は
と
く
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

。
押
売
り
の
予
防

①
押
売
り
か
ら
迷
惑
や
被
害
を
受
け
た
ら

す
ぐ
努
奈
へ
届
け
ま
し
ょ
う
。

＠
押
光
り
の
口
刷
物
を
手
に
取
っ
て
み
た
り

値
段
を
聞
い
た
り
、
長
く
話
し
込
ん
．
た

り
す
る
と
、
こ
ち
ら
の
白
け
で
す
。

「
レ
ら
な
い
」
と
は
つ
ぎ
り
断
り
ま
し

ょ
、ヲ
。

①
押
光
り
は
隣
り
近
所
ゃ
、
防
犯
組
合
が

力
を
ー併
せ
て
追
っ

1・
う
の
が
い
ち
ば
ん

よ
い
撃
退
法
で
す。

朝
日
町
連
合
婦
人
会

三
十
王
年
度
の
役
員

ム
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四
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号

2
京一一
一月
定
例
議
員
に
審
議
さ

れ
可
決
さ
れ
た
主
な
諒
案
の
う
ち
議
集
第

三
五
号
中
学
校
設
置
の
件
に
お
い
て
、
設

置
年
月
日
の
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
は
昭

和
三
十
五
年
四
月
一
日
の
誤
で
あ
っ
た
の

で
訂
正
し
て
お
詑
び
し
ま
す
。
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郡
内
三
町
議
会

第
二
回
親
善
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

四
月
二
十
二
日
午
前
十
時
か
ら
宇
奈
月

町駅間
部
中
学
校
々
庭
に
お
い
て
、
宇
奈
月

町、

入
者
問
、
朝
日
町
の
三
町
諮
会
続
日
間

チ
l

ム
に
よ
る
親
善
叶ノ
フ
ト
ボ
l
h
F
大
会

が
閃

か
る
。

朝
日
町
議
テ
l
ム
は
新
調
の
ユ
ニ
ホ
ー

ム
を
着
け
て
出
場
、
午
前
十
時
一
二
十
分
開

会
式
、
下
新
川
郡
議
会
議
長
会
長
、
米
国

吉
ニ
氏
（
朝
日
町
議
会
議
長
）
の
挨
拶、

午
前
十
時
五
十
分
リ
ー
グ
戦
で
五
回
戦
と

し
て
第

一
訟
合
は
宇
奈
月
町
J
朝
日
町
、

珍
プ
レ
1
、
好
プ
レ
ー
の
続
出
で、

童
心

に
か
え
っ
た
議
員
さ

ん
遠
の
歓
賞
、
笑

声
、
山
峡
に
こ
だ
ま
し
て
大
会
気
分
が
盛

り
上
る
。

好
投
、
好
打
に
よ
り
第

一
回
戦
に
勝
利

第
二
試
合
入
善
町
、f
朝
日
町

入
普
町
の
先
攻
で
第

一
図
表
で
六
点
と

い
う
大
量
得
点
を
あ
げ
ら
れ
、
一

寸
と

ガ
ツ
カ
リ
、
然
し
漸
次
盛
り
返
し
た
が

惜
し
く
も
、
九
l
七
、
ニ
点
の
差
で
入

善
町
に
勝
を
譲
る。

第
三
試
合
入
普
町
1
字
来
月
町

宇
奈
月
町
は
第
三
回
政
ま
で
三
点
の
リ

ー
ド
で
勝
進
ん
で
い
た
が
最
後
に
は
入

善
町
に
勝
む
制
し
ら
れ
、
地
元
と
し
て

ひさあ（貯留錫斜）第57号

蚊
と
ハ
Z
の
い
な
い

環
境
の
予
防
対
策
に

つ
い
て

薬
剤
の
使
用
と
同
時
に
吾
々
の
周
囲
の

害
虫
発
生
源
を
撲
滅
し
て
さ
わ
や
か
な
夏

を
過
す
為
に
次
の
事
項
を
実
行
し
ま
し
よ

き
「
ノ
。
。
便
所
の
汲
取
口
の
蓋
を
完
全
に
し
て
中

を
暗
く
し
窓
に
網
を
張
り
落
し
穴
に
斑

を
し
て
成
虫
の
出
入
り
を
防
ぎ
ま
し
ょ

－－
1同
月
F

マ
町

写
真
・
親
善
野
球
の
閉
会
式

は
来
客
チ
1
ム
に
跡
を
譲
っ
て
試
合
綜

了
午
後
二
時
三
十
分
。

次
回

r
第
ご
－
m〕
は
秋
、
入
者
で
行
な

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

朝
臼
町
誠
会
選
手
名

柚
木
文

次

上

沢
諒
次

下
沢
三
郎

米
間
吉
二

金
総
栄
必
山
石
田
川
町次

小

林

邦

司

酒

井

栄

渡

辺

秋

男

上
九
栄
作

近

藤
栄
之
助

大
橋
米
太
郎

小

坂

制

限
奴
附
平

ぅ
。
舗
の
横
山
出場
所
に
な
り
ま
す
か
ら

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
す
る
と
結
権
で
す
。

＠
胆
箱
は
湿
気
の
無
い
所
に
置
ぎ
、
台
所

の
廃
物
等
は
な
る
べ
く
水
を
き
っ
て
か

ら
人
れ
常
に
乾
い
た
状
態
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

一民
に
査
は
完
全
に
し
て
成

虫
の
出
入
り
を
防
ぎ
ハ
エ
の
峰
う
熊
徐
一

り
に
し
て
置
く

t
結
傍
で
す
。

＠
下
水
は
時
々
さ
ら
え
て
疏
れ
を
良
く
し

て
下
さ
い
。

＠
水
槽
は
十
日
に

一
位
位
水
を
変
え
る
と

効
然
的
で
す
。
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わ
っ
た
よ
う
で
す
。

全
般
的
に
見
て
縫
漁
設
地
械
の
方
は
発

育
が
低
下
し
て
い
ま
し
た
。

容
は
と
か
く
皮
胸
の
湿
診
が
で
き
や
す

い
附
で
す
が
特
に
脱
脇
、
ク
ル
病
が
今
度

の
検
診
で
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

家
族
計
画
が
叫
ば
れ
各
家
庭
の
合
理
的

生
活
、
子
供
の
数
背
等
は
戦
後
向
上
し
つ

L
あ
り
ま
す
が
、
泊
二一
才
ま
で
に
身
体
発

育
、
知
能
発
述
が
人
間
の
八
割
ま
で
完
成

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
に
、
案
外
乳

幼
児
、
離
乳
、
食
生
活
に
無
関
心
で
は
な

し

γ

か
と
忠
わ
れ
ま
す
。

今
後
な
お
検
診
、
予
防
接
槌
の
時
期
に

入
り
ま
す
が
乳
幼
児
を
お
待
ち
の
お
母
さ

ん
速
は
可
愛
い
子
供
の
健
康
宏
守
る
た
め

必
ず
進
ん
で
お
受
け
下
さ
レ
。

。
検
診
の
統
計
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疾
病
と
し
て
全
般
的

一
、
頭
部
混
疹
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の
混
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二
、
ク
ル
尚

一
一一て
へ
ソ
ヘ

ル
ニ
ヤ

（
民
生
以
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｜
｜
「
｜
｜
｜

L
問
問
仁
什
打
旧
ほ
巴
の
却
労
で
も
よ

一l
l
i
f

－
－
一

水

橋

町

一
三

十

名

一

。

一

レ

一

タ

一

則

「

川

判

利
引

利

引

引

寸

｜

一
自

給

男

三

八

O
円
一

｜
｜
↓
l
i

l－
－
一

一

農

耕

一

一

県

十
一
一
一
名

一
六

月

末

日

一

一

三
六

O
円
一

県

一
十

七

名

一六
月
十
五
日
か
わ

一

。

一
日

給

問

0
0
円
一

一

一

七
月
十
日
ま
で
一

－
 

県

一
五一出

O
名

古

月

～
白川
米

臼

一
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新

ひ

長

野

さ

朝
日
町
交
通
安
全
対
策

推
進
協
議
会

あ

四
月
三
十
日
午
後
二
時
か
ら
泊
中
学
校

に
お
い
て
朝
日
町
各
種
団
体
の
代
表
者
約

五
十
名
が
会
合
し
て
、
朝
H
町
交
治
安
全

対
策
推
進
協
議
会
の
結
成
を
は
か
っ
た
。

協
議
会
々
削
安
審
議
し
左
の
汎
町
民
を
選
任

し
た
。

会

長

副
会
長

(3) （貯務員~i~.~） 第 57 号
参

本
村
本
松

小

坂

溝

朝
出
町
長

黒
東
交
通
安
全
協

A
Z
 

悶

禎

一

学
校
代
表

村
口
清
次
町
内
会
長
代
表

中
野
敏
犠
入
越市
欝
棋
譜
長

米
自
士口
二

朝
臼
町
紙
会
総
長

古
川
川
源
治

入
善
怨
次
氏

松
島
監
吉

M
M

課
長

加
議
元
清
朝
日
派
出
所
主
幹

正
し
く
通
行
す
る
運
動

五

月

中

県
民
運
動
と
し
て

こ
ん
ど
富
山
県
で
、
正
し
く
議
行
す
る

顧

j
 

E
2
 

1
：
 
！
 

与

-/ 

出山
E

込

朝朝

県
民
組
勘
を
、
く
り
ひ
ろ
げ
る
こ
と
に
な
一

り
ま
し
た
。

一

こ
ん
ど
の
運
動
は
瓦
の
三
つ
の
買
い
九
を
一

置
い
て
お
り
ま
す
。

一

①
道
路
を
正
し
く
歩
レ
て
い
た
だ
く
運
動

一

で
す
。

一

②
臼
転
車
の
正
し
い
乗
り
か
た
を
知
つ

－

て
、
こ
れ
が
・口
り
っ
て
い
た
だ
く
運
動
で

す
J

。

①
道
路
を
広
く
似
う
運
動
で
す
。

O
正
し
い
歩
き
か
た

歩
道
と
車
道
の
区
別
の
な
い
道

で
は

「
人
は
有
車
は
左
」
を
返
る
と
と
に
な

り
ま
す
。

つ
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
か
た

定
へ
仰
る
と
き
は
定
一子
を
績
に
の
ば
す

か
、
ポ
う
で
を
上
に
あ
げ
て
下
さ
い

左
側
全

一
列
に
、
た
て
に

一
列
に

交
叉
点
で
は
右
大
助
り

広
レ
道
へ
出
る
と
き
は
一
度
と
ま
っ
て

二
人
の
り
は
や
め
る

夜
は
あ
か
り
を

酔
ぱ
ら
つ
て
の
ら
な
い

自
転
瑠
を
お
き

っ
ぱ
な
し
に
し
な
レ

大
き
な
荷
物
は
つ
ま
な
い

賃

金

の

他

ぞ往
復
旅
費
支
給

4’ 4' // 

女

オミ

定

4' 

日

職

業 f

相引L
1又

談

戸ft場

日

田IJ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
切
花

品

評

会

（
産
業
課
）

朝
日
町
球
根
組
合
で
は
町
産
業
課
・
と
共

備
で
四
月
三
十
日
か
ら
五
月
二
日
迄
泊
公

民
館
を
会
場
に
切
花
白
川
一
貯
金
を
似
し
、
色

と
り
介
＼
の
色
彩
に
観
賞
す
る
人
々
を
楽

し
ま
せ
た
。
出
品
成
績
は
次
の
通
り
で
あ

り
ま
す
が
こ
の
可
憾
な
花
を
つ
け
る
球
根

を
ア
メ
リ
カ
へ
輸
出
し
て
外
貨
を
稽
得
し

曲
り
角
に
来
た
と
言
わ
れ
て
居
る
農
家
の

ふ
と
こ
ろ
を
温
か
く
し
て
く
れ
る
事
を
考

へ
一
般
農
家
の
栽
培
を
望
み
ま
す。

出
品

点

数

六

五
点

擬
寅
次
の
通
り

O
秀

賞

（

二

名

）

沢

田

政

一

数

家

菩

作

O
優

賞

（

五

名

）

沢

田

恒

規

西

国

車

次

藤

田

利

殿

古

田

敏

博

沢

田

行

一

O
良

賞勝
出

来

英

連
車
問
。

社
会
教
育
委
員
と
語
る

「
舟
川
新
）

（
月
山
）

（
金
山
）

「
月
山
）

（舟
川
新
）

〔窪
田
）

（
舟
川
新
）

（依
田
）
外

組
織
か
た
め
と
連
育
活
動
に
つ
い
て

四
月
一一八
日
午
後
八
時
三
O
分
よ
り
議

会
議
場
に
お
い
て
連
育
幹
部
と
町
の
社
会

教
育
委
員
が
二
時
間
一ニ
O
分
に
わ
た
り
青

年
団
活
動
の
実
態
と
あ
り
か
た
に
つ
い
て

真
剣
に
語
り
あ
わ
れ
た
。

青
年
団
は
町
の
皆
さ
ん
に
望
ん
で
い
る

こ
と
は
。

背
年
間
活
動
に
対
す
る
一
般
の
深
い
理

解
と
協
力
、
特
に
女
子
活
動
に
は
婦
人
層

の
暁
か
い
思
い
や
り
と
育
成
方
を
強
く
要

望
し
、
叉
町
当
局
に
対
し
積
極
的
な
青
年

対
策
の
確
立
を
希
待
し
て
い
る
。

粧
政
側
が
青
年
に
富
む
も
の

民
族
意
識
を
強
く
持
っ
て
民
族
の
幸
福

・・7自
公 f号
室主・ 魁

て
チ車
二1

リ
ヲ
フ
a 
口口

評
合
'--' 

L、(J)
0 t.ょ
yコ
ポ
f士
。可

制
ノ．、
，じ・‘
杭〆

1& 
し
て

し

)L 
名

R
 

（
帆
場
に
て
明
日
沌
々
山
伸
一
談
合）

笹
川
地
区
簡
易
水
道
竣
功

各
戸
へ
給
水
扮
ま
る

か
ね
て
か
ら
飲
料
水
の
不
良
で
悩
ん
で

い
た
符
川
別
区
簡
易
水
辺
も
作
年
八
月
着

工
以
来
八
月
二
十
六
日
等
の
大
水
害
そ
の

他
和
隣
害
k
h克
服
し
て
A
JM
Z

」月
本
管
工

事
ぽ
ム
抗
域
四
月
各
一戸
給
水
工
事
の
綬
功
し
を

見
て
愈
々
渇
水
開
始
内
週
以
と
な
り
地
区

民
よ
り
喜
ば
れ
て
い
る。

こ
の
水
道
は
総
工
山
六
百
五
十
八
万
円

を
以
つ
て
な
さ
れ
水
跡
地
は
笹
川
の
上
流

冷
平
地
内
の
“
防
水
す
る
消
水
を
取
入
れ
十

一
万
立
を
貯
水
で
き
る
配
水
池
に
五
平
弐

百
米
の
配
水
管
の
敷
設
に
よ
っ
て
各
戸
へ

給
水
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
水
道
政
設
に
よ
っ
て
開
成
衛
生
の

改
善
と
家
庭
文
化
の
向
上
は
め
ざ
ま
し
い

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る。



ゆ

一

般
税
令
書
の
様
式

一

行

一

変
更
に
つ
い

て

一

発

一

況

に

汗
様
万
の
御
手
許
へ
配
布
致
し
ま一

昨
年
の
花
作
り
を
反
省
し
、
過
去
の

一

沼

一
し
た
山
定
資
持
校
の
仇
税
ん
い
数
日
は
御
覧
の

一枚
毎
の
出
F
，地
力
と
的
量
を
考
へ
ど
う
し

k
↑
と
お
り
椛
米
の
符
刷
別
に
山
し
て
店
り
一

・た
ら
反
叫
が
増
加

す

る
か
、
深
耕
、
客

万
一
ま
し
た
の
を

一
年
分
（
刊
阿
）

－
附
と
し
一

十一
、
貯
は
肥
の
増
恒
か
、
宝
湯
川
多
肥
か、

hb
一
て
四
期
の
納
税
迄
似
川
す
あ
こ
と
に
致
し

一
そ
し
て
汗
当
り
の
穂
訟
を
ど
の

位

と
る

年
一
ま
し
た
、
し
が
っ
て
四
川
む
ね
ち
歩
晶
子

一
か
、
一
穂
の
村
訟
を
レ
く
ら
つ
け
て
籾
の

ぼ

一
る
た
め
や
や
も
？
る
と
紛
失
さ
れ
る
か
主
一
中
の
ジ
ン
ダ
府
米
を
少
な
く
さ
せ
、

捻
っ

一
一
も
忠

、
ま
し
て

J
d税
は
？
？
制
d
り
永

一
七
台
大
、
ト
を
一
不
す
。

ど
・
フ
し
た
ら
反
牧
が

高
ま
る
か

早
植
、
並
木
市
街
楠
、
元
肥
少
肥
と
し
強
勢

分
襲
の
早
期
確
保
、
遅
発
分
穫
の
抑
制
す

る
よ
う
施
肥
躍
と
坪
当
り
株
数
を
土
地
条

件
に
よ
り
再
汚
な
す
ベ
き
で
あ
ろ
う
。

坪
当
り
穂
数
一
、
二
O
O本
l
一
、
五
O

O
本
確
保
し
な
け
れ
ば
凹
石
以
上
の
牧
量

は
得
ら
れ
な
レ
。

ム
初
期
生
育
の
促
進

田
植
後
の
生
育
が
お
く
れ
る
よ
う
で
は

早
縞
の
効
果
も
発
現
さ
れ
ず
、
有
効
茎
も

少
な
〈
穂
数
を
確
保
す
る
と
と
が
出
来
な

ひ
し
ま
い
た
か
ら
別
劫一
い
と
こ
ろ
に
附
け
て
一

J

四
つ
の
裟
ト
を

尽
＼
」－5
る
に
は
ど
う
す
一
い
の
で
、
順
調
な
生
育
が
行
わ
れ
る
よ
う

置
き
、
ト
仇
し
た
ら
裕
史
に
入
れ
て
日
く

一
る
か
、

そ
れ
で
、
今
ま
で
の
収
量
・
を
高
め

一
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
立
の
項
目

よ
う
に
し
で
下
さ
い
。

一
る
た
め
に
渋
然
と
良
い
簡
を
作
る
た
め
畑
一

に
留
意
す
る
と
と
。

そ
れ
で
紛
失
約
監
が
あ
っ

に
り
刊
日
も

一
首
に
す
る
と
か
、
府
一肥
改
岳
を
行
う
之
一
ィ
、
組
傷
み
防
止

め
ん
ど
う
だ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
附
納
↑
か
、
レ

ン
グ
駒
込
な
少
な
く
す
る
と
か
、

一

回
績
当
日
の
天
候
に
左
右
さ
れ
る
の
で

制
度
も
あ
り
ま
ず
か
ら
粕
々
御
利
川
下
さ
一
早
舶
に
す
る
、

小
判
明
日
干
L
を
早
め
る
と

一

来
い
風
間
の
日
に
田
摘
す
る
と
櫛
似
み

い
。
前
納
報
償
全
に
つ
い
て
は
先
抑
制
知

一
か
、
い
ろ
い
ろ
れ
侭
別
技
術
を
お
互
に
関
一
を
し
て
苗
の
葉
が
枯
れ
る
と
そ
の
紫
の

ら
せ
に
も
結
い
て
叩
き
ま
し
た
が
月

一
分

一辿
さ
せ
ず
に
取
入
れ
ず
い
な
レ
だ

ろ
う

一

も
と
か
ら
発
生
す
る
分
嫌
が
止
ま
り
、

の
引
合
で
報
償
金
を
え
付
放
し
ま
す
が

こ

か
？
本
年
は
過
去
一

枚
併
の
回
に
脊

っ
一

発
生
し
て
い
た
分
接
点
枯
死
し
て
お
そ

応
民
体
的
に
そ
の
川
昨
例
を
示
し
ま
す
と

た
稲
の
状

＋

j
i；
！

：

；

；

；

＋
；

；

＋

：

1
1
出
来
と
な
り

狩
れ
問
問
れ
刊
誌
日
川
一州口町

一
農

事

教

室

…

民
総
刊

か
若
し
く
は
五
月
十
五
日
迄
に
二
、
一二
、
一
面
的
当
り
；
：

：

：

；

：

：

・

：

；

：

：

；

；

：
r

る
こ
と
。

四
期
分
を
前
納
さ
れ
ま
す
と
、

一
の
秘
数
、
穂
に
つ
〈
牧
散
制
的
中
予
の

ν
一
口
、
浅
植
の
励
行

1
1
1
1
1
11
1
1刈
1
1
1
11
1
1
1
一
γ
ダ
屑
米
の
多
い
少
な
レ
、

一

周
一山
水
温
は
気
出
よ
り
商
い
。
地
温
は

一期
別
－
税
制

一納
期
可
比
一
相
続
〈
金
五
利
制
一
一

稔
っ
た
玄
米
の
大
小
令
一三
ヲ
村
山
正
、
こ
一
地
表
に
近
い
程
高
い
た
め
、
浅
植
は
根

円
引
っ
け
副

パ
リ
イ
」－

J
M1
制、
一一
一
の
四
つ
の
要
誌
の
う
ち
ど
こ
に
欠
品
が
あ
一
の
酔
穴
水
分
の
蚊
牧
が
よ
く
、
活
静
が
早

Eほ
恒
国
戸
ト
ド

L凶
一
一
っ
た
か
支
報
め
て
改
比
す
べ
き
急
所
を
一
く
な
る
か
ら
、
第
五
葉
の
奨
身
が
地

－
I
l
l
－
－
ji
F
一
’

一
4

よ

同
一

四

－
一
寸4
3

、

E

J

a

k
i

一

一三
期
一
一五
8
4一月
一六ト

ー一

色

一

一、口
一一一
切
ら
カ
に
し
て
目
担
ん
E
R

を
決
め
て
栽
一
下
に
も
ぐ
ら
ぬ
よ
う
田
植
す
べ
き
で
あ

一｜｜
斗
｜
｜
叶

割

1
I
q1
引
l
吋
斗

一主

将
蹴
技
術
を
考
究
し
、

通
期
に
適
絡
な
一
る
。

開
店
戸
h
pト
h
ド

ト
史

一作
業
を
な
す
べ
き
で
あ
る
、
一
ハ
、
活
着
の
促
進

前
記
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
月
の
計
算
一
心

坪

当

り

株

数

と

金

提

一

苗

の

良

否

、

田

植

日

の

天

候

、
植
え
方

に
つ
い
て
は
納
め
る
日
が
十
五
日
以
前
で
一
背
自
の
分
擦
が
多
い
が
聴
散
が
少
な
く
一
の
深
浅
等
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
回
の

す
と
そ
の
日
は
一
ヶ
月
と
看
倣
し

（
十
五
一
秋
落
す
る
の
は
い
い
川
故
か
、
稲
め

向
島
思
は
地
一
水
温
が
昼
夜
共
高
い
程
よ
い
の
で
す
か

日
未
満
切
り
拾
て
）

。
納
期
の
月
は
加
算
一
力
七
割
、
肥
料
三
割
と
云
は
れ
ま
す
か
ら
一

ら
水
温
が
十
五
度
以
下
で
は
活
着
分
け

さ
れ
ま
せ
ん
が
前
記
の
利
姐
は
納
期
の
月

一
少
量
の
養
分
を
絶
え
ず
政
校
・
出
来
る
状
態
一
つ
が
お
く
れ
水
温
上
昇
に
注
意
す
る
。

も
加
へ
て
実
際
交
付
さ
れ
る
報
償
金
で
算
↑
に
地
力
増
進
と
肥
料
の
吟
刻
、
施
肥
の
方
一
ニ
、
初
期
分
け
つ
の
促
進

出
し
た
率
で
あ
り
ま
す
。

一
法
を
考
へ
る
こ
と
で
す
が
、
窒
芥
が
多
く
一

以
上
の
イ
、
口
、
ハ
の
問
題
を
良
く
す

六
月
に
発
行
致
し
ま
す
町
民
税
も
同
様
一
て
何
時
ま
で
も
分
喋
を
つ
づ
け
過
繁
は
と
一

る
こ
と
が
初
期
生
育
を
促
進
し
、
有
効

の
A
量
に
な
り
ま
す
の
で
み
な
さ
ん
の
絶

一
な
り
、
葉
と
葉
が
去
り
あ
っ
て
太
陽
む
一

茎
確
保
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
く
施
し

大
な
る
櫛
協
力
を
御
願
い
し
ま
す
。

一
光
線
を
充
分
利
用
で
き
な
レ
白
隠
の
誌
と
一
た
肥
料
を
吸
牧
さ
せ
る
よ
う
気
象
条
件

一
な
り
、
茎
数
、
弱
く
な
っ
て
倒
伏
、
減
牧
一
の
対
策
を
考
へ

、
水
温
、
土
中
の
酸
繁

（
財
政
課
）

一
と
な
る
水
田
が
多
・
い
か
ら
本
年
は
健
前
の

一

の
状
態
、
肥
料
の
分
解
、
深
耕
の
程
度
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中
耕
の
適
期
等
皆
ん
な
で
芳
へ
る
稲
作
り

を
し
た
い
も
の
で
す
。
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養
鶏
経
営
を
有
利
に

凶

す
る
に
は

μ

先
づ
駄
鶏
の
淘
汰
か
ら

も
う
か
る
笑
鶏
を
す
る
に
は
色
々
な
条

件
が
あ
る
が
、
そ
の
一
っ
と
し
て
駄
鶏
の

淘
汰
が
あ
，
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
い
か

に
立
眠

、＆
m
d
今
を
た
て
、
良
、
管
理
を
し

11
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J

e

L

 

て
も
、

不
純
済
な
・
却
を
飼
っ
て
い
る
の
で

一

ば
、
多
く
の
牧
誌
を
あ
げ
る
撃
は
出
来
ま
一

せ
ん
。
私
達
の
家
蛙
で
も
、
ど
ん
な
に
校
一

益
が
あ
っ
て
も
、

出
世
す
る
者
が
多
く
い
一

た
の
で
は

「帳
而
合
っ
て
ゼ
ニ
足
ら
ず
」
一

と
一
広
う
こ
と
に
な
る
の
と
同
じ
こ
と
で
、

↑

こ
の
淡
町
を
除
く
事
が
淘
汰
で
す
。
鴻
が

一

統
所
助
物
と
し
て
例
わ
れ
て
い
る
か
ら
に

一

は
、
川
抑
仲
町
を
、
あ
げ
な
い
も
の
は
一
日
た
一

り
と
も
飼
っ
て
お
け
な
レ
の
は
当
然
で

一

す
の

多
く
の
山
家
の
方
は
故
の

へ
る
の
が

一

さ
び
し
い
と
か
、

売
る
の
が
か
わ
い
そ
う
一

と
か
、
と
れ
で
も
飼
っ
て
お
け
ば
、
い
つ
一

か
卯
宏
産
む
だ
ろ
う
位
で
淘
汰
に
あ
た
っ
一

て
決
心
が
つ
か
な
い
で
、

養
鶏
を
不
利
に
一

し
て
い
る
面
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

一

で
は
ど
の
様
な
方
法
で
淘
汰
す
る
か
を
簡

一

単
に
述
べ
ま
す
。

一

て
ど
ん
な
鶏
を
淘
汰
し
た
ら
よ
い
か
一

①
回
復
の
見
込
み
の
な
い
病
鶏
。

一

②

発

育

不

良

の

も

の

。

一

①
老
鴻
で
産
卵
能
力
が
落
ち
翌
年
度
に

一

持
ち
越
す
必
要
の
な
い
も
の
。

一

①
産
卵
の
よ
く
な
い
も
の
。

一

ζ

の
中
で
①

t
②
の
も
の
は
た
や
す
く

一

見
分
け
が
つ
き
ま
す
が
、
①
の
産
卵
の
よ

一

く
な
い
も
の
を
選
り
分
け
る
事
は
閑
難
と
一

思
レ
ま
す
が
、
産
卵
の
よ
く
な
い
も
の
に－

は
大
体
次
の
三
通
り
の
型
が
あ
る
と
息
レ
一

ま
す
。

一

①
外
観
上
冠
や
腹
部
が
縮
ま
っ
て
、
は

一

句
り
休
産
し
て
い
る
と
わ
か
る
も
一

②

一
見
産
卵
し
て
い
る
様
に
見
え
る
が

内
部
度
思
（
病
気
な
ど
で
卵
を
産
ま

な
い
も
の
。

①
産
卵
は
す
る
が、

ぽ
つ
り
／
＼
と
し

か
窪
ま
な
い
も
の
。

こ
の
う
・ち
①
の
型
の
も
の
は
必
ず
し

も
、
寡
段
鶏
産
卵
の
よ
く
な
い
鶏
と
は
い

え
な
い
の
で
す
、
と
一玄
う
の
は
換
羽
（
フ

リ
ケ
）
に
か
か
る
と
休
産
の
た
め
冠
及
び

腹
の
あ
た
り
も
縮
ま
っ

て
き
ま
す
。
叉
管

理
上
の
手
落
ち
で
休
産
す
る
と
、
そ
う
な

り
ま
す
か
ら
こ
の
引
の
も
の
は
淘
汰
し
よ

う
と
す
る
に
は
よ
く
前
後
の
事
情
を
良
く

考
え
て
慎
重
に
や
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が

管
理
上
の
落
度
で
も
な
く
、
換
刊
の
時
期

で
も
な
く
、
病
気
に
か
L

っ
た
様
子
の
な

い
も
の
だ
っ

た
ら
直
に
淘
汰
し
ま
す
。

二
、
淘
汰
の
し
方

パ
タ
リ
！
と
か
ケ
ー
ジ
養
加
で
は
淘
汰

は
案
外
容
易
で
す
が
、
ギ
飼
で
は
、
な
か

／
＼
困
難
と
思
い
ま
す
。
割
合
疋
確
な
見

分
け
方
と
し
て
ヱ
サ
の
食
う
日
で
き
め
る

方
法
が
あ
り
玄
す
。
た
い
λ

こ
の
方
法
は
手

数
と
時
間
が
か
L
る
欠
点
が
あ
り
、
山
肌
繁

期
や
多
羽
養
鴻
で
は
ち
ょ
っ
と
無
理
で
す

方
法
は
毎
夕
鶏
が
止
り
木
に
と
ま
っ
て

か
ら
、
そ
の
う
を
調
べ
て
、
食
っ
た
批
の

少
な
い
も
の
を
捕
え
て
頭
部
か
羽
般
に
イ

γ
ク
な
ど
で
、
し
る
し
を
つ
け
ま
す
。
そ

れ
を
四
J
五
日
つ
Y
け
て
毎
日
し
る
の
つ

く
様
な
鶏
は
先
ず
駄
鴻
と
見
て
良
い
と
思

い
ま
す
。
文
腹
部
の
容
積
と
か
、
恥
骨
間

隔
等
で
見
分
け
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

次
回
は
①
産
卵
惑
に
よ
る
淘
汰

②
換
羽
に
よ
る
淘
汰

①
淘
汰
す
る
鶏
と
残
す
鶏
の
特
徴
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。ぬ

嚇
宙


